
 
90.東北地方太平洋沖地震の余震・誘発地震活動の調査 

                                                     （調査・研究） 

 

 実施時期又は期間  
平成２３年３月１２日～継続中 

                              
 対応部局及び人員  

理工学研究科附属地震火山観測所 【教員，技術職員】 

 

 実施の背景・目的  
青森県東方沖における大規模余震の発生につながるような地震活動を把握する必要があ 

るため，弘前大学独自で実施した。また，誘発地震の観測は全国の地震観測機関と連携して

行っているが，研究テーマは独自に設定した。 

 

 実施概要  
岩手県から青森県東方沖にかけての地震活動を，地震火山観測所で収録している地震波形 

データを基に震源決定を行って把握した。 

また，誘発地震の観測は岩手県内の２点で現在も継続するとともに，東北地方北部内陸に

おいて発生した地震の断層運動のタイプの時間変化を調べた。 

 

 効果又は結果  
余震活動については，過去に青森県東方沖で発生した大地震によって地震発生のエネルギ 

ーが放出されていたことにより，東北地方太平洋沖地震の断層が青森県沖までは伸びなかっ

たと解釈した。東北地方北部内陸の断層運動のタイプは，東北地方太平洋沖地震の前後で明

瞭に変化したことを明らかにした。これらの成果は学術論文として公表した。 

 

 今後の課題  
東北地方北部内陸の断層運動のタイプの時間変化の原因が東北地方太平洋沖地震にある 

ことは明らかであるが，定量的な解釈に課題が残っている。 

また，秋田県北部での誘発地震活動の時間的・空間的変化に地下の流体が関与しているこ

とが示唆され，それを解明するための観測を２４年９月から実施している。 

     
 担当部局名  
 理工学研究科附属地震火山観測所 

 

 

 

岩手県一戸町における地震計の設置作業 
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